
シリーズ 自治基本条例とは︖
（第7回）協働・コミュニティ
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11月1日専門部会の勉強会テーマは「協働・コミュニティ」でした。
18名が参加し、意見を出し合い、11月と12月の会議で仮の条文にまとめる計画です。

自治基本条例専門部会の勉強会

コミュニティは「共同体」や「地域社会」と翻訳しますが、近ごろは社会の組織や集団も
あらわします。自治基本条例では、図 1の町民による自治の領域のなかに２種類のコミュ
ニティを考えます。
　①町内会や老人会など、居住する地域にある住民の集まり（地域コミュニティ）
　②福祉・ボランティア・スポーツ・文化など、特定の目的の団体（テーマコミュニティ）
なお、②の団体は町民が自由意思で作ったり参加することで、地域の自治の担い手となります。

コミュニティ

協働は、同じ目的のために立場や活動の違う２つ以上の集団（人や団体）が対等に
協力して働くこと。自治基本条例では、コミュニティの団体が互いに協働する、あるいは
コミュニティの団体と議会・行政が協働することで、地域の公共サービスを担うと考えます。

協働

町民による自治の領域
（地域社会）

町民による信託の領域
（町政）

行政 議会

①地域コミュニティ　
②テーマコミュニティ

コミュニティ

※ユーチューブ = 動画共有サイトYouTube


